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人を誘う桜並木！
　　 ～緑と文化のプロムナード～
人を誘う桜並木！
　　 ～緑と文化のプロムナード～
　約650メートルの桜並木は、毎年３月下旬から４月上旬まで、
ソメイヨシノが桜のトンネルをつくります。
　４月７日に開催された「第22回さくら街道まつり」と同時に、
初の試みとなる「SAKURA アーチフェスタ2018 ～よざくら～」が
開催され、ライトアップされた幻想的な夜桜を見るため、多くの
方でにぎわいました。（写真は昼間に撮影）

　約650メートルの桜並木は、毎年３月下旬から４月上旬まで、
ソメイヨシノが桜のトンネルをつくります。
　４月７日に開催された「第22回さくら街道まつり」と同時に、
初の試みとなる「SAKURA アーチフェスタ2018 ～よざくら～」が
開催され、ライトアップされた幻想的な夜桜を見るため、多くの
方でにぎわいました。（写真は昼間に撮影）
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　第１回定例会を２月21日から３月16日までの24日
間開催し、一般会計及び特別会計の新年度予算、条例
の一部を改正する条例制定などの市長提出議案58件を
審議しました。

　第１回定例会を２月21日から３月16日までの24日
間開催し、一般会計及び特別会計の新年度予算、条例
の一部を改正する条例制定などの市長提出議案58件を
審議しました。概 要概 要

問　
市
職
員
が
自
ら
広
報
マ
ン
と
な
り
、

本
市
の
魅
力
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
す
る
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
内
容
と
費
用
は
。

答　
実
施
に
当
た
り
、
旅
費
と
し
て
３

６
２
万
２
０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
る
。

乗
車
人
数
は
２
名
、
期
間
は
約
１
０
０

日
を
予
定
し
て
い
る
。
１
０
０
日
間
、

同
じ
２
名
が
乗
車
す
る
の
で
は
な
く
、

２
週
間
程
度
で
交
代
し
な
が
ら
全
国
を

回
り
、
訪
問
先
で
の
グ
ッ
ズ
・
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
配
布
や
、
イ
ベ
ン
ト
等
へ

の
参
加
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
に
か
か
る
全
費
用
は
約
５

９
０
万
円
を
見
込
み
、
そ
の
う
ち
ワ
ン

ボ
ッ
ク
ス
公
用
車
１
台
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

費
用
と
し
て
約
60
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
認
知
度

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
は
。

答　
「
周
南
市
へ
行
っ
た
こ
と
が
あ
る

か
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、「
仕
事
、

観
光
、
遊
び
等
で
訪
問
し
た
」
と
い
う

回
答
が
前
回
よ
り
も
０
・
４
％
上
昇
、

「
場
所
は
知
っ
て
い
る
が
行
っ
た
こ
と

は
な
い
」
が
０
・
１
％
減
少
、「
場
所

は
知
ら
な
い
が
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」

が
１
・
７
％
上
昇
、「
全
く
知
ら
な
い
」

が
１
・
８
％
減
少
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
は
東
京
か
ら
福
岡
に
か
け
て
の
14

都
道
府
県
を
対
象
と
し
、
人
口
に
換
算

す
る
と
、「
周
南
市
を
知
ら
な
い
」
と

い
う
回
答
１
・
８
％
の
減
少
は
83
万
人

に
相
当
す
る
。
ま
た
、「
場
所
は
知
ら

な
い
が
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
」
と
い
う

回
答
１
・
７
％
の
上
昇
は
78
万
人
に
相

当
し
、
合
わ
せ
て
約
１
６
０
万
人
の
認

知
度
が
上
昇
し
た
と
考
え
て
お
り
、
わ

ず
か
１
年
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
よ

い
数
字
が
得
ら
れ
た
と
考
え
る
。

　
本
会
議
で
も
予
算
決
算
委
員
会
と
同

様
の
内
容
で
修
正
案
が
提
出
さ
れ
、
議

員
が
立
場
を
表
明
し
、
討
論
を
行
い
ま

し
た
。　

修
正
案
に
賛
成
、
修
正
案
を
除
く
原
案

に
賛
成

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
移
住
定
住
促

進
を
進
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る

本
事
業
は
、
一
過
性
の
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
ま
ず
は
こ
の
１
年

予
算
決
算
委
員
会
で
の
審
査

　
本
事
業
は
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
事
業
と
し
て

位
置
付
け
、
愛
称
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
平
成
29
年
１
月
22
日
か
ら
本

格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
30
年
度
も

引
き
続
き
取
り
組
む
に
当
た
り
、
必
要

経
費
と
し
て
１
６
９
５
万
８
０
０
０
円

を
計
上
す
る
も
の
で
す
。

可決
（賛成多数）

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算

　
（
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）

間
の
実
績
を
基
に
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
以

外
の
方
に
周
知
し
、
理
解
を
高
め
る

こ
と
を
優
先
す
べ
き
。

・
緊
急
財
政
対
策
を
掲
げ
、
取
り
組
む

矢
先
に
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
た
め
に

職
員
が
１
０
０
日
間
抜
け
る
こ
と
は
、

余
剰
人
員
を
抱
え
て
い
る
と
と
ら
れ

て
も
仕
方
が
な
い
。
市
の
事
業
全
て

が
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

べ
き
。

・
他
所
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
よ
り
も
、

ま
ず
は
市
民
を
対
象
に
賛
否
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
べ
き
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
費
用
対
効
果
も
表

れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
公
用
車
に
よ
る

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
の
交
通
事
故
な

ど
の
危
険
性
な
ど
を
考
慮
し
、
計
画

を
再
構
築
す
べ
き
。

修
正
案
に
反
対
、
原
案
に
賛
成

・
１
年
ご
と
の
成
果
を
し
っ
か
り
検
証

し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
前
進
す
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

・
喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
若
者
及
び
女

性
の
人
口
流
出
対
策
や
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー

ン
促
進
事
業
な
ど
に
取
り
組
む
上
で

【修正案を提出】
　予算決算委員会で、シティプロモーション事業費1695万8000
円を全額削除及び原動機付自転車におけるしゅうニャン市のロゴ
等を用いたご当地ナンバー作成に必要な経費20万8000円を削除
し、予備費に組み替えることを提案。
【理由】
　歴史的・伝統的文化の裏づけも根拠もなく、合併前の旧２市２町
から周南市の命名に多くの方が取り組んできた経緯を考えると同
意はできない。歴史、文化、伝統といったものは周南市にも数多く
ある。市民と議会が一体となってシティプロモーションに取り組ん
でもらいたい。
【修正案に対する質疑】
問　３カ年事業である本事業を含む平成29年度予算は議決され、
執行されている。平成30年度から２年目に入るが、必要ないという
ことか。
答　議決した予算を行政が執行したという事実は認識しているが、
平成30年度の予算を合わせると約4700万円もの予算を使うこと
になるため、終結し新たなる醸成を図ってほしいという思いである。
問　１年間でサポーターズは１万4000人、パートナーズは240社を
超えているが、予算を削除した場合のサポーターズ及びパートナー
ズへの対応は。
答　行政が行うことに対して疑義があるもので、民間で進めるべ
きものと考える。昨年も教育的な問題点などが議論となったが、考
え直してもらいたいと考え、修正案を提出した。
予算決算委員会での審査結果
　修正案は賛成少数により否決し、原案を賛成多数で可決

本
会
議
で
の
討
論
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問　
賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
に
よ
る

影
響
額
は
１
５
０
０
万
円
の
見
込
み
と

の
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、
基
金
の
保
有

額
が
大
き
い
中
、
そ
の
ま
ま
保
有
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
れ
と
も
、
何
か

活
用
を
考
え
て
い
る
か
。

答　
平
成
30
年
度
の
保
険
料
は
実
際
に

賦
課
を
し
な
け
れ
ば
引
き
上
げ
に
よ
る

部
分
が
増
収
と
な
る
か
は
分
か
ら
な
い
。

結
果
的
に
増
収
と
な
れ
ば
、
そ
の
分
を

県
へ
の
事
業
費
納
付
金
に
繰
り
越
す
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
繰
り
越
し
た
場

合
の
活
用
は
、
現
段
階
で
は
想
定
し
て

い
な
い
。

問　
所
得
割
の
賦
課
限
度
額
を
据
え
置

い
た
場
合
、
国
か
ら
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
ど
う
い
っ
た
影

響
が
あ
る
の
か
。

答　
据
え
置
い
た
こ
と
に
よ
り
、
国
か

ら
の
補
助
金
等
の
減
額
と
い
っ
た
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
は
な
い
が
、
補
助
金
等
は
引

き
上
げ
前
提
で
算
定
さ
れ
る
た
め
、
引

き
上
げ
な
か
っ
た
場
合
の
差
額
分
ほ
ど

収
入
が
減
り
、
結
果
的
に
財
源
不
足
に

つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
県

へ
の
事
業
費
納
付
金
も
同
様
の
算
定
が

な
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
据
え
置
い
た

場
合
に
納
付
金
に
充
て
る
保
険
料
が
不

足
す
る
等
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

委
員
会
審
査
結
果
　
全
会
一
致
で
可
決

反
対
討
論

・
国
保
加
入
者
の
負
担
感
は
耐
え
難
い

水
準
に
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
以
上

の
負
担
を
強
い
る
べ
き
で
は
な
い
。

環
境
建
設
委
員
会
で
の
審
査

　
国
民
健
康
保
険
制
度
の
都
道
府
県
単

位
化
及
び
国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
限

度
額
の
引
き
上
げ
等
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

問　
市
の
直
営
と
す
る
場
合
と
の
金
額

の
差
は
。

答　
２
年
間
の
設
計
・
建
設
と
15
年
間

の
維
持
管
理
運
営
の
17
年
間
分
を
現
在

価
値
に
換
算
す
る
と
、
２
億
９
４
７
５

万
７
０
０
０
円
の
財
政
的
な
メ
リ
ッ
ト

が
見
込
ま
れ
、
６
・
３
％
の
財
源
抑
制

が
図
れ
る
。

問　
今
後
の
地
元
貢
献
に
対
す
る
考
え

方
は
。

答　
地
元
食
材
を
積
極
的
に
使
用
し
、

地
産
地
消
に
よ
る
、
よ
り
よ
い
給
食
を

提
供
し
た
い
。
ま
た
、
落
札
グ
ル
ー
プ

を
構
成
す
る
７
社
中
４
社
が
地
元
企
業

で
、
調
理
員
や
配
送
員
な
ど
も
積
極
的

に
地
元
雇
用
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

さ
ら
に
地
元
企
業
34
社
か
ら
関
心
表
明

書
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
今
後
幅
広
く

地
元
貢
献
さ
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
落
札
者
の
提
案
の
利
点
で
あ
る
完

全
分
離
等
の
施
設
配
置
と
は
。

答　
調
理
員
専
用
通
路
を
一
部
地
下
通

路
と
す
る
こ
と
で
、
外
来
者
と
接
触
す

る
こ
と
な
く
調
理
室
に
入
る
こ
と
が
で

き
る
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

多
目
的
室
が
調
理
室
側
に
せ
り
出
し
、

よ
り
近
い
位
置
か
ら
調
理
室
を
一
望
で

き
る
研
修
ル
ー
ム
が
実
現
で
き
た
。

反
対
討
論

・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
は
国
の
成
長
戦
略
の
一

教
育
福
祉
委
員
会
で
の
審
査

　
老
朽
化
の
著
し
い
徳
山
西
及
び
新
南

陽
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
、（
仮
称
）

西
部
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て

新
設
統
合
し
、
そ
の
整
備
運
営
を
Ｐ
Ｆ

Ｉ
事
業
と
し
て
実
施
す
る
事
業
契
約
に

つ
い
て
、
総
合
評
価
落
札
方
式
に
よ
る

条
件
付
一
般
競
争
入
札
を
行
っ
た
結

果
、
ハ
ー
ベ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
を
事
業
者

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
た
め
、
同
グ

ル
ー
プ
が
設
立
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
周
南
市
ス

ク
ー
ル
ラ
ン
チ
株
式
会
社
と
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

が
な
い
限
り
、
途
中
で
事
業
費
を
凍

結
す
る
こ
と
は
理
不
尽
で
あ
る
。

修
正
案
は
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
、

原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
。

も
本
事
業
が
果
た
す
役
割
は
重
要
。

・
周
南
市
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
よ
り
強

ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
事
業
は
必
要
。

・
昨
年
３
月
定
例
会
で
出
さ
れ
た
修
正

案
は
僅
差
で
否
決
さ
れ
、
３
カ
年
計

画
の
本
事
業
に
団
体
意
思
と
し
て
お

墨
付
き
を
与
え
た
。
よ
ほ
ど
の
瑕
疵

可決
（賛成多数）

国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　 

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

事
業
契
約
の
締
結
・

（
仮
称
）
西
部
地
区
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
運
営
事
業

可決
（賛成多数）

ー
・
マ
ネ
ー
に
よ
る
財
政
的
メ
リ
ッ

ト
を
し
っ
か
り
発
揮
し
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

委
員
会
審
査
結
果
　
賛
成
多
数
で
可
決

　
本
会
議
で
も
、
委
員
会
と
同
様
の
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

つ
で
あ
り
、
設
計
・
建
設
・
管
理
運

営
を
利
益
第
一
の
企
業
に
委
ね
る
も

の
で
、
市
が
直
営
で
行
う
べ
き
。

賛
成
討
論

・
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
導
入
で
、
当
初
か

ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
地
元
貢
献
に
つ

い
て
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・
本
市
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
だ
が
、
民
間

の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
バ
リ
ュ
ー
・
フ
ォ

委
員
会
で
の
討
論

本
会
議
で
の
議
決
結
果

本
会
議
で
の
討
論

本
会
議
で
の
討
論
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「まち・ひと・しごと創生総合戦略」掲載事業

平成30年度　一般会計予算平成30年度　一般会計予算
新 休日夜間急病診療所整備事業

事業費　4,000千円
事業の概要　老朽化の著
しい休日夜間急病診療所
について、市民が利用し
やすく、二次救急との連
携がとりやすい場所に移
設建て替えを進める。

問
　
近
隣
市
の
住
民
も
利
用
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
制
を
維

持
し
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
、

各
市
に
も
応
分
の
負
担
を
求
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
夜
間
診
療
所
は
本
市
だ
け

が
持
っ
て
い
る
が
、
休
日
診
療

所
は
下
松
市
・
光
市
に
も
あ
り
、

周
南
市
民
が
そ
ち
ら
を
利
用
す

る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
も
周
南

医
療
圏
の
救
急
医
療
体
制
維
持

の
た
め
に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
　
事
業
内
容
と
委
託
先
は
。

答　
女
性
の
就
労
意
識
向
上
に

向
け
た
情
報
発
信
や
就
職
意
識

を
高
め
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
の

開
発
、
企
業
を
対
象
と
し
た
意

識
啓
発
を
実
施
し
、
女
性
雇
用

促
進
と
女
性
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
事
業
の
委
託

先
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

る
決
定
を
考
え
て
い
る
。

休日夜間急病診療所

女性雇用マッチング事業〔総〕
事業費　3,000千円
事業の概要　地域で女性
の雇用を支える仕組みを
構築し、未就職女性の就
職への意識付けから企業
とのマッチングまで一貫
して取り組む。

拡 英語教育推進事業
事業費　49,026千円
事業の概要　小・中学校
に外国語指導助手を配置
し、ネーティブとの会話
や英語を使ったコミュニ
ケーション活動に取り組
むことを通じて、グロー
バルな視点を持った人材
を育成するため、英語教
育の充実を図る。

問
　
増
員
さ
れ
た
外
国
語
指
導

助
手
の
配
置
は
。

答　
平
成
30
・
31
年
度
は
小
学

校
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
移
行

期
間
で
、
外
国
語
活
動
が
３
・

４
年
生
は
新
た
に
年
間
15
時

間
、
５
・
６
年
生
は
現
在
の
年

間
35
時
間
に
15
時
間
が
上
乗
せ

さ
れ
る
。
増
員
３
名
を
加
え
た

11
名
で
３
〜
６
年
生
の
外
国
語

活
動
の
授
業
を
カ
バ
ー
す
る
こ

と
に
な
る
。

児玉源太郎資料調査事業
事業費　4,338千円
事業の概要　本市が生ん
だ、近代日本を支えた偉
人の一人である、児玉源
太郎の功績の周知を図
る。

問
　
平
成
30
年
度
中
に
形
に
な

る
も
の
は
あ
る
の
か
。

答　
平
成
29
年
度
か
ら
３
カ
年

で
取
り
組
ん
で
お
り
、
30
年
度

ま
で
の
２
カ
年
で
、
ま
ず
は
資

料
収
集
を
行
い
、
最
終
年
度
で

あ
る
31
年
度
に
報
告
書
を
作
成

し
、
市
民
の
皆
様
に
示
す
予
定

で
あ
る
。

　
な
お
、
30
年
度
は
、
業
績
を

示
す
上
で
最
も
基
礎
と
な
る
年

譜
や
資
料
目
録
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

児玉源太郎

　予算決算委員会では、３月６日から８日の３日
間、新年度予算の審査を行いました。一般会計
の主な事業の審査内容は以下のとおりです。
　また、３月定例会に先立ち、２月１３日に全員
協議会を開催して、あらかじめ一般会計・各特
別会計・各企業会計の平成30年度当初予算に
ついて執行部から説明を受けました。
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新規事業新 拡充事業拡 〔総〕

平成30年度　一般会計予算平成30年度　一般会計予算

子どもの明るい未来サポート事業〔総〕
事業費　5,837千円
事業の概要　家庭・学
校・地域が連携して、全
ての子どもたちが夢と希
望を持って成長していけ
る地域社会の実現を目指
す。地域コーディネーター養成研修

共創プロジェクト事業〔総〕
事業費　49,605千円
事業の概要　地域団体等
の多様な主体同士の連携
による地域の課題を解決
する活動を支援し、「共
創の地域づくり」の実現
を目指す。

問
　
人
材
育
成
業
務
の
内
容
は
。

答　
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

補
佐
、
事
業
全
体
を
フ
ォ
ロ
ー

で
き
る
人
材
育
成
、
活
動
団
体

が
活
動
を
持
続
す
る
た
め
の
能

力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
・

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。
平
成
28
・
29

年
度
は
40
名
以
上
が
受
講
し
、

共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
の
支

援
等
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

問
　
事
業
の
詳
細
は
。

答　
子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
習

得
や
学
習
支
援
、
食
事
の
提
供

な
ど
を
行
う
、
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
と
、

子
ど
も
の
貧
困
問
題
へ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
の
啓
発
セ
ミ
ナ

ー
や
研
修
会
を
計
画
し
て
い
る
。

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
等
は
、
県
の
実

施
内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

場
所
を
変
え
て
数
回
開
催
し
た

い
。

問
　
何
年
く
ら
い
続
け
る
予
定

か
。

答　
外
部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か

ら
、
常
時
、
助
言
・
提
言
を
受

け
ら
れ
る
体
制
を
整
備
す
る
も

の
で
、
職
員
対
象
の
研
修
会
講

師
な
ど
も
想
定
し
て
い
る
。
人

材
育
成
を
図
る
た
め
、
あ
る
程

度
の
期
間
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

今
後
５
年
間
は
取
り
組
み
た

い
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
５

年
経
っ
た
時
点
で
の
評
価
に
よ

り
考
え
る
。

新 福祉政策アドバイザー事業
事業費　314千円
事業の概要　福祉行政に
ついて豊富な経験と知識
を有する外部の人材から
助言を受ける体制を整
え、職員の資質の向上及
びよりよい福祉施策の推
進を図る。

新 交通結節点環境整備事業
事業費　7,338千円
事業の概要　ＪＲ新南陽
駅の交通結節機能を強化
し、公共交通利用者の利
便性の向上や環境改善を
図る。

新南陽駅前

問
　
新
南
陽
駅
前
の
整
備
は
、

今
後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
る
の

か
。

答　
路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

送
迎
車
の
乗
降
場
等
の
整
備
を

行
う
が
、
新
南
陽
駅
は
主
要
交

通
結
節
点
で
あ
り
、
ト
イ
レ
や

駐
輪
場
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等

に
つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
と
も
協
議
を

進
め
な
が
ら
継
続
し
て
機
能
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

共創ブロジェクト発表会・交流会

可決

（賛
成多
数）
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議案の議決結果
賛成多数で可決

全会一致で可決

平成30年度予算
・一般会計予算⇒643億3,500万円
・国民健康保険特別会計予算⇒165億880万3,000円
条例改正など
《条例の一部改正》
・市長等の給与に関する条例、市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例、職員退職手当支給条例等、児
童厚生施設条例、国民健康保険条例
《契約締結》
・（仮称）西部地区学校給食センター整備運営事業

平成30年度予算
・国民健康保険鹿野診療所特別会計予算⇒６,721万9,000円
・地方卸売市場事業特別会計予算⇒１億6,749万3,000円
・国民宿舎特別会計予算⇒9,204万6,000円
・駐車場事業特別会計予算⇒3,595万円
・水道事業会計予算⇒58億9,364万8,000円
平成30年度補正予算
・一般会計補正予算（第１号）
平成29年度補正予算
・一般会計補正予算（第８号、第９号）、国民健康保険特別会計補正予算（第３号）、国民健康保険鹿野診療所特別会計補正予算
（第１号）、後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）、介護保険特別会計補正予算（第３号）、地方卸売市場事業特別会計補
正予算（第２号）、国民宿舎特別会計補正予算（第２号）
条例改正など
《人事案件》
・人権擁護委員候補者の推薦
《指定管理者の指定》
・大道理市民センター、国民宿舎湯野荘、児童館
《条例の一部改正》
・一般職の職員の給与に関する条例、管理職手当支給条例、職員の勤務時間、休暇等に関する条例、報酬及び費用弁償支給条
例、職員の自己啓発等休業に関する条例、後期高齢者医療に関する条例、新南陽総合福祉センター条例、地域包括支援センタ
ーにおける包括的支援事業の実施に係る人員等の基準に関する条例、老人デイサービスセンター条例、介護保険条例、児童ク
ラブ条例、農林業集会所条例、都市公園条例、手数料条例
《条例制定》
・指定居宅介護支援の事業の人員及び運営等に関する基準を定める条例
《条例廃止》
・市営住宅専用水道設置条例、徳山中央浄化センター使用条例
《その他》
・工事請負契約の一部変更（コンビナート電力送電設備整備事業、周南市防災情報収集伝達システム防災行政無線及び無線ＬＡ
Ｎ整備工事、新庁舎建設建築主体工事）
・訴えの提起（４件）
・住居表示を実施する市街地の区域及び当該区域の住居表示の方法を定めること
・周南市過疎地域自立促進計画の変更

・後期高齢者医療特別会計予算⇒24億7,843万3,000円
・介護保険特別会計予算⇒122億5,310万9,000円

・下水道事業会計予算⇒88億1,204万4,000円
・病院事業会計予算⇒38億1,382万円
・介護老人保健施設事業会計予算⇒４億2,323万2,000円
・モーターボート競走事業会計予算⇒432億6,182万4,000円

報告：損害賠償の額を定めることに関する専決処分（６件）
行政報告：防災情報収集伝達システム防災行政無線及び無線LAN
整備工事

議会報告：例月現金出納検査の結果（３件）、定期監査結果（３
件）、財政援助団体等監査結果（２件）、行政監査結果、陳情の処理
の経過及び結果報告、議員の表彰

議会への報告
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会 派 質 問

A 新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！新年度のまちづくりを問う！

会 派 質 問会 派 質 問
議員名は代表者、副代表者、五十音順で掲載しています。　

Ｑ

【
施
政
方
針
質
問
】

中
心
市
街
地
活
性
化
に
対
す
る
考

え
方
は

問　
徳
山
駅
前
の
市
街
地
再
開
発

事
業
の
具
体
的
な
計
画
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
事
業
全
体
の
総
予
算
も
当
然

不
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
状
況
下
で

再
開
発
事
業
を
関
係
者
の
皆
さ
ん

と
や
り
遂
げ
た
い
と
す
る
市
長
の

考
え
方
は
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は

多
額
の
投
資
が
推
測
さ
れ
る
た
め
、

議
会
や
市
民
と
情
報
の
共
有
、
開

示
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

答　
徳
山
駅
前
図
書
館
の
完
成
等

に
よ
る
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い

に
さ
ら
に
弾
み
を
つ
け
る
た
め
さ

ま
ざ
ま
な
団
体
と
連
携
し
て
再
開

発
準
備
組
合
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

市
は
計
画
の
熟
度
を
高
め
る
協
議

を
し
て
お
り
、
先
を
見
据
え
て
必

要
な
支
援
・
協
力
を
慎
重
か
つ
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
た
い
。

ま
た
、
情
報
の
開
示
は
し
っ
か
り

と
行
い
、
皆
さ
ん
と
共
に
進
め
て

い
き
た
い
。

問　
か
つ
て
中
心
市
街
地
の
商
店

街
は
、
行
き
交
う
人
の
肩
と
肩
が

ぶ
つ
か
る
く
ら
い
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
っ
て
い
た
が
、
時
代
と
共
に

変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
消
費
の
場
か
ら
多
様
な
自
己

実
現
の
場
に
変
え
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
徳

山
駅
前
図
書
館
の
役
割
は
、
新
し

い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
提
案
の
部

分
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答　
周
南
市
の
中
心
市
街
地
は
、

ハ
ー
ド
的
に
は
素
晴
ら
し
い
も
の

が
あ
り
、
他
市
に
は
な
い
魅
力
が

あ
る
。
市
民
力
を
生
か
し
て
多
様

な
魅
力
あ
ふ
れ
る
中
心
市
街
地
に

し
た
い
。

水
素
利
活
用
の
取
り
組
み
を
見
直

す
べ
き
で
は

問　
「
次
世
代
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る

水
素
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
」
と

あ
る
が
、
世
界
的
に
、
ド
イ
ツ
を

除
く
北
欧
で
は
２
０
４
０
年
ま
で

に
エ
ン
ジ
ン
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
を
含

め
内
燃
機
の
車
は
や
め
、
電
気
自

動
車
に
シ
フ
ト
す
る
と
の
こ
と
。

水
素
自
動
車
の
取
り
組
み
を
軽
減

し
、
市
内
全
域
に
裾
野
が
広
が
る

よ
う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

に
重
点
を
置
く
べ
き
と
思
う
が
ど

う
か
。

答　
わ
が
市
に
お
け
る
水
素
に
対

す
る
取
り
組
み
は
自
動
車
だ
け
で

は
な
い
た
め
、
選
択
と
集
中
を
す

べ
き
だ
が
、
ま
だ
そ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
は
な
い
と
考
え
る
。
バ
ラ
ン

ス
よ
く
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

し
て
い
き
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
・
整
備
に

関
す
る
考
え
方
は

問　
４
月
１
日
か
ら
公
民
館
が
市

民
セ
ン
タ
ー
へ
移
行
す
る
が
、
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
今
後
の

ハ
ー
ド
整
備
の
進
め
方
は
。

答　
平
成
29
年
度
予
算
と
同
様
の

人
員
配
置
・
確
保
で
体
制
は
変
わ

ら
な
い
。
地
域
参
画
型
の
徳
山
地

区
の
８
館
に
つ
い
て
も
嘱
託
の
セ

ン
タ
ー
所
長
と
職
員
を
配
置
す
る
。

移
行
す
る
中
で
今
後
は
地
域
づ
く

り
が
重
点
と
し
て
入
る
た
め
、
こ

の
強
化
に
関
し
て
は
30
年
度
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。
ハ
ー

ド
整
備
は
、
基
本
的
に
財
政
状
況

を
見
な
が
ら
で
き
る
だ
け
早
く
進

め
た
い
と
考
え
て
お
り
、
長
穂
地

区
は
30
年
度
に
実
施
設
計
、
31
年

度
か
ら
用
地
造
成
・
施
設
整
備
に

入
り
、
遠
石
地
区
も
同
様
に
31
年

度
に
は
実
施
設
計
を
完
了
し
、
用

地
造
成
・
建
物
整
備
を
進
め
た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

入
札
制
度
は
適
正
か

問　
公
共
工
事
の
受
注
に
偏
り
が

見
ら
れ
、
業
者
間
で
燎
原
の
火
の

ご
と
く
不
満
の
声
が
広
が
っ
て
い

る
。
改
善
が
必
要
で
は
な
い
か
。

①
公
共
工
事
の
現
状
や
改
善
点
を

探
る
た
め
、
業
者
を
対
象
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

福
田
健
吾
　
　
青
木
義
雄

佐
々
木
照
彦
　
長
嶺
敏
昭

福
田
文
治
　
　
藤
井
康
弘

み
な
み
銀
座

六
合
会

り
ょ
う
げ
ん
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②
県
で
は
建
設
工
事
に
お
け
る
積

算
内
容
確
認
の
実
施
要
領
を
定
め
、

入
札
日
か
ら
３
日
間
猶
予
を
設
け

て
積
算
内
訳
書
に
つ
い
て
質
疑
を

受
け
付
け
、
問
題
が
な
け
れ
ば
契

約
し
、
誤
り
が
あ
れ
ば
入
札
中
止

と
し
て
い
る
が
ど
う
か
。
③
宇
部

市
で
は
受
注
の
平
準
化
の
た
め
、

市
発
注
の
手
持
ち
工
事
を
受
注
し

て
い
れ
ば
入
札
に
参
加
で
き
な
い

制
限
制
度
を
採
用
し
て
い
る
が
ど

う
か
。

答　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
は
必
要
性
を

検
討
す
る
。
②
入
札
後
の
質
疑
に

つ
い
て
は
透
明
性
を
高
め
る
観
点

か
ら
県
の
制
度
を
参
考
に
検
討
す

る
。
③
受
注
制
限
制
度
は
慎
重
に

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
今
後
、

研
究
し
て
い
く
。

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
醸
成
の
た
め

の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

問　
市
民
の
周
南
市
に
対
す
る
愛

着
と
誇
り
で
あ
る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
を
醸
成
す
る
た
め
に
新
た
な

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
が

必
要
と
考
え
る
が
、
住
ん
で
い
る

地
域
に
対
す
る
愛
着
と
誇
り
な
く

し
て
周
南
市
に
対
す
る
愛
着
と
誇

り
は
生
ま
れ
な
い
し
、
市
民
参
加

の
プ
ロ
セ
ス
な
く
し
て
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
か
ら
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
は
生
ま
れ
な
い
。
そ

こ
で
、
ま
ず
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ご
と
に
そ
の
魅
力
の
発
信
を
競

う
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
っ
た
後
に
、

例
え
ば
「
そ
う
だ
！
周
南
だ
！
」

の
よ
う
な
周
南
市
の
ブ
ラ
ン
ド
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
広
く
市
民
に
募
集
す

る
方
法
で
事
業
を
行
う
の
が
有
効

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
専
門
家
の
指
導
に
よ
る
戦
略

的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
と

考
え
る
が
、
頂
い
た
提
案
を
含
め

研
究
し
て
い
き
た
い
。

【
施
政
方
針
質
問
】

中
山
間
地
域
で
の
防
災
訓
練

問　
平
成
30
年
11
月
に
須
金
地
区

で
開
催
を
予
定
さ
れ
る
防
災
訓
練

は
、
中
山
間
地
域
で
は
初
め
て
の

実
施
と
な
る
。
中
山
間
地
域
特
有

の
課
題
に
対
応
で
き
る
防
災
力
、

自
助
・
共
助
が
求
め
ら
れ
る
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
想

定
し
て
い
る
か
。

答　
中
山
間
地
域
な
ら
で
は
の
特

色
や
災
害
特
性
を
踏
ま
え
た
訓
練

内
容
を
須
金
地
区
の
自
主
防
災
組

織
と
共
に
検
討
し
た
い
。
そ
の
中

で
他
の
中
山
間
地
域
と
の
協
力
や

連
携
が
図
れ
る
よ
う
、
周
辺
の
自

主
防
災
組
織
と
協
議
調
整
を
行
っ

て
い
き
た
い
。
須
金
地
区
で
は
道

路
の
寸
断
、
電
気
・
電
話
等
の
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
災
に
よ
り
孤
立

状
態
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ま
ず
は
住
民
避
難
、
避
難
所
運
営
、

地
区
本
部
の
設
置
。
そ
し
て
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
や
簡
易
無
線
を
使
っ

た
情
報
伝
達
、
消
防
や
自
衛
隊
に

よ
る
災
害
応
援
、
関
係
機
関
と
協

力
連
携
し
た
訓
練
を
実
施
し
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

子
ど
も
未
来
夢
基
金
の
活
用

問　
基
金
充
当
の
事
業
の
継
続
性

を
保
つ
た
め
に
、
安
定
的
な
財
源

と
し
て
の
基
金
の
積
み
立
て
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
周
南
市
子
ど
も
未
来
夢
基
金

は
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す
る

こ
と
を
目
的
に
平
成
26
年
度
に
設

置
し
、
競
艇
事
業
か
ら
の
繰
入
金

や
、
ふ
る
さ
と
周
南
応
援
寄
付
金

の
一
部
を
積
み
立
て
て
い
る
。
そ

の
使
途
と
し
て
、
こ
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
に
１
億
５
０
０
０
万
円
、

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
４
０
０
万
円
、
充
実
し
た

学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
１
０

０
万
円
、
中
学
校
普
通
教
室
空
調

設
備
整
備
事
業
に
３
０
０
０
万
円
、

小
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
に
２
０
０

０
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
充
当
し
、
事

業
の
推
進
に
活
用
す
る
。
こ
の
基

金
の
原
資
の
大
半
を
競
艇
事
業
か

ら
の
繰
入
金
で
対
応
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
事
業
の
目
的
や
継
続
性

を
踏
ま
え
、
今
後
も
競
艇
事
業
局

と
協
議
し
、
繰
り
入
れ
の
一
定
額

の
確
保
を
図
っ
て
い
き
、
子
ど
も

た
ち
の
未
来
に
つ
な
が
る
よ
う
長

期
的
に
安
定
的
に
基
金
を
運
用
し

た
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

徳
山
駅
前
地
区
市
街
地
再
開
発
事

業
の
取
り
組
み
を
問
う

問　
新
駅
ビ
ル
オ
ー
プ
ン
に
呼
応

し
て
、
徳
山
駅
前
地
区
市
街
地
再

開
発
事
業
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
、
町
が
動
き
出
し
た
と

い
う
感
が
あ
り
喜
ば
し
い
こ
と
で

あ
る
が
、
町
の
中
心
部
に
商
業
施

設
を
整
備
す
れ
ば
集
客
が
図
れ
る

と
い
う
高
度
成
長
期
の
手
法
や
、

従
来
型
の
補
助
金
頼
み
の
再
開
発

事
業
で
は
失
敗
例
が
多
く
見
ら
れ

る
。
あ
ら
ゆ
る
前
提
を
織
り
込
ん

だ
綿
密
で
堅
実
な
計
画
が
求
め
ら

れ
る
が
、
取
り
組
み
を
問
う
。

答　
現
在
、
準
備
組
合
か
ら
計
画

に
つ
い
て
説
明
や
相
談
を
受
け
、

計
画
の
熟
度
を
高
め
る
協
議
を
し

て
い
る
が
、
計
画
に
流
動
的
な
部

分
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
身

の
丈
に
合
っ
た
計
画
と
な
る
よ
う

進
め
て
い
き
た
い
。
事
業
の
進
捗

に
合
わ
せ
て
必
要
な
支
援
・
協
力

を
し
、
慎
重
か
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。
こ
の
市

街
地
再
開
発
事
業
を
必
ず
や
り
遂

げ
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ

て
い
る
。

こ
ど
も
議
会
の
開
催
の
今
後
は

問　
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　
教
育
委
員
会
が
所
管
し
、
こ

れ
ま
で
６
年
生
は
社
会
科
の
授
業

で
地
域
づ
く
り
、
市
政
や
議
会
の

仕
組
み
等
、
国
語
科
の
授
業
で
は

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
狙
い
や

方
法
を
学
ん
で
き
た
。
こ
う
し
た

学
校
で
の
学
び
の
成
果
を
、
児
童

の
代
表
が
こ
ど
も
議
会
の
場
で
直

接
市
長
に
提
言
を
伝
え
る
と
い
う

一
連
の
過
程
を
体
験
し
た
。
こ
の

様
子
は
編
集
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
議
事

録
を
全
て
の
小
学
校
に
配
付
し
、

新
誠
会

田
村
勇
一  

米
沢
痴
達

兼
重
　
元  

坂
本
心
次

福
田
吏
江
子
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と
い
う
運
び
と
な
る
の
で
、
応
機

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
さ
ず
、
で
き

る
だ
け
早
く
段
取
り
を
詰
め
て
い

き
、
関
係
者
の
機
運
が
高
ま
っ
て

い
る
う
ち
に
必
要
な
支
援
・
協
力

を
行
い
な
が
ら
、
慎
重
か
つ
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

問　
予
算
編
成
に
お
け
る
選
択
と

集
中
の
具
体
的
取
り
組
み
は
。

答　
限
ら
れ
た
財
源
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
総
合

計
画
に
掲
げ
る
推
進
施
策
単
位
で

実
施
す
る
施
策
評
価
に
お
い
て
、

目
標
指
標
の
達
成
状
況
等
に
基
づ

く
評
価
・
分
析
を
行
い
、
施
策
の

方
向
性
を
決
定
し
次
年
度
予
算
に

反
映
す
る
こ
と
で
、
選
択
と
集
中

に
よ
る
め
り
は
り
の
あ
る
予
算
編

成
に
努
め
て
い
る
。
平
成
30
年
度

予
算
で
は
、
中
学
校
普
通
教
室
空

調
設
備
整
備
等
、
優
先
し
て
実
施

す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
前
倒
し
し
、

加
速
化
さ
せ
る
な
ど
選
択
と
集
中

を
進
め
た
。
選
択
と
集
中
に
よ
る

持
続
可
能
な
財
政
運
営
に
努
め
て

い
き
た
い
。

全
児
童
が
学
ぶ
こ
と
で
、
自
ら
の

学
習
意
欲
の
向
上
や
、
ま
ち
づ
く

り
・
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
平
成
32
年
度
ま
で
、
市

内
全
小
学
校
の
６
年
生
の
代
表
に

体
験
し
て
も
ら
う
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
を

問　
市
の
見
解
を
問
う
。

答　
毎
年
の
高
齢
者
実
態
調
査
は
、

独
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
調
査
対
象

年
齢
を
平
成
30
年
度
か
ら
70
歳
以

上
に
引
き
上
げ
て
実
施
す
る
。
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
企
画

組
織
部
会
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る

調
査
研
究
が
各
地
区
で
の
活
動
の

指
針
と
な
り
、
関
係
機
関
と
の
連

携
が
進
み
、
も
や
い
ネ
ッ
ト
の
機

能
強
化
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
今
後
も
活
動
を
支
援
し
た
い
。

【
施
政
方
針
質
問
】

問　
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
機
会
は
あ
る
の
か
。

答　
今
回
、
子
ど
も
に
対
す
る
実

態
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
れ
か
ら

子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
策
定
す

る
。
こ
の
中
で
ニ
ー
ズ
調
査
等
を

行
い
、
個
々
の
政
策
へ
生
か
す
。

問　
徳
山
駅
前
市
街
地
再
開
発
事

業
を
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
や
り
遂

げ
た
い
と
あ
る
が
、
都
市
計
画
決

定
の
時
期
は
。

答　
現
在
、
中
心
市
街
地
活
性
化

協
議
会
や
再
開
発
準
備
組
合
と
協

議
を
重
ね
て
い
る
。
市
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
説
明
の
で
き
る
計
画

と
な
っ
て
初
め
て
都
市
計
画
決
定

問　
空
き
家
対
策
関
係
２
１
４
万

８
０
０
０
円
の
事
業
費
予
算
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

答　
水
道
閉
栓
情
報
や
自
治
会
協

力
な
ど
を
頂
き
、
調
査
期
間
を
３

年
を
目
途
と
し
て
職
員
が
現
地
で

の
目
視
に
よ
る
外
観
調
査
を
行
う
。

目
視
で
は
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
ラ
ン
ク
な
ど

項
目
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
所
有
者

に
今
後
所
有
物
件
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
の
意
向
調
査
を
行
い
た

い
。
危
険
な
空
き
家
を
発
見
し
所

有
者
へ
の
適
正
管
理
を
働
き
か
け

る
な
ど
の
対
策
と
と
も
に
、
現
在

の
空
き
家
が
将
来
的
に
危
険
な
空

き
家
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

問　
立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
お

い
て
も
空
き
家
の
利
活
用
に
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
よ
う
な
施

策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
こ
の
計
画
で
も
空
き
家
対
策

は
重
要
で
あ
る
。
居
住
促
進
区
域

の
人
口
密
度
維
持
の
た
め
に
も
、

土
地
の
ス
ポ
ン
ジ
化
な
ど
に
対
応

す
る
こ
と
な
ど
、
今
後
関
係
部
署

と
連
携
し
適
切
な
施
策
を
推
進
し

た
い
。

問　
企
業
立
地
促
進
条
例
は
平
成

30
年
度
中
に
改
正
す
る
の
か
。
改

正
す
る
と
す
れ
ば
ど
の
点
を
変
更

す
る
予
定
な
の
か
。

答　
本
条
例
は
対
象
期
間
が
平
成

30
年
度
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

国
・
県
に
お
け
る
経
済
政
策
、
本

市
の
産
業
構
造
、
事
業
所
の
ニ
ー

ズ
及
び
現
在
の
施
策
の
評
価
等
を

踏
ま
え
し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い

く
。
な
お
、
企
業
立
地
促
進
条
例

と
は
別
に
、
中
小
企
業
の
固
定
資

産
税
の
特
別
措
置
が
講
じ
ら
れ
る

条
例
を
６
月
議
会
に
上
程
す
べ
く

準
備
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
の
今
後
は

問　
道
の
駅
が
オ
ー
プ
ン
し
て
も

う
す
ぐ
４
年
が
経
過
す
る
が
、
今

後
の
運
営
体
制
に
市
か
ら
指
導
や

助
言
は
あ
る
か
。
ま
た
周
辺
環
境

の
変
化
に
よ
り
駐
車
場
、
室
内
休

憩
所
、
売
り
場
の
増
設
や
シ
ャ
ワ

ー
施
設
、
遊
具
の
設
置
等
の
設
備

投
資
が
必
要
で
は
な
い
か
。
そ
し

て
、
設
備
投
資
は
ど
こ
が
判
断
し
、

費
用
負
担
を
す
る
の
か
。
仮
に
指

定
管
理
者
が
自
己
負
担
で
設
備
投

資
し
よ
う
と
思
え
ば
可
能
な
の
か
。

答　
道
の
駅
は
現
在
、
新
た
な
運

営
体
制
の
下
で
平
成
29
年
度
の
売

り
上
げ
は
過
去
最
高
が
見
込
ま
れ
、

安
定
的
な
運
営
を
し
て
い
る
。
市

は
理
事
会
や
定
時
社
員
総
会
に
出

席
し
助
言
を
行
っ
て
い
る
が
、
先

般
の
理
事
会
で
駅
長
や
事
務
局
長

候
補
の
推
薦
を
お
願
い
す
る
な
ど

協
議
を
重
ね
て
い
る
。
市
も
管
理

監
督
責
任
を
果
た
し
指
導
や
助
言

こ
ど
も
議
会

ア
ク
テ
ィ
ブ

清
水
芳
将  

岩
田
淳
司

井
本
義
朗  

土
屋
晴
巳

山
本
真
吾
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を
行
い
、
改
善
を
促
す
。
指
摘
の

５
つ
の
設
備
投
資
は
国
や
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

設
備
投
資
の
必
要
性
は
市
が
判
断

し
設
備
投
資
を
行
う
が
、
指
定
管

理
者
か
ら
物
販
施
設
等
へ
の
設
備

投
資
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は

市
の
承
認
し
た
も
の
に
限
り
整
備

で
き
る
。

【
施
政
方
針
質
問
】

「
共
に
」
の
心
で
さ
ら
な
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

問 

「
共
に
」
が
市
民
に
理
解
さ

れ
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
の
成
果
と
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
は
。

答　
今
ほ
ど
「
共
に
」
の
心
が
社

会
に
求
め
ら
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

行
政
と
議
会
、
市
民
同
士
も
「
共

に
」
の
心
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
ま
た
「
共
に
」
の
心
は

着
々
と
育
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問　
新
駅
ビ
ル
の
建
設
も
終
わ
り
、

こ
れ
か
ら
新
庁
舎
も
完
成
す
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
を
。

答　
現
在
、
お
も
て
な
し
の
職
員

研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
は

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
促
進
事
業

問　
前
年
度
に
比
べ
て
予
算
が
減

額
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
業
内
容

は
。
ま
た
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
と
は
ど
の
よ
う
に
連
携

し
て
い
る
の
か
。

答　
中
山
間
地
域
の
空
き
家
調
査

に
嘱
託
職
員
を
雇
用
し
て
い
た
が
、

平
成
29
年
度
で
終
了
し
た
た
め
人

件
費
を
減
額
し
た
。
ま
た
、
空
き

家
改
修
補
助
金
や
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
誘
致
の
補
助
金
の
見
込

み
を
見
直
し
た
。
平
成
30
年
度
は

移
住
に
関
す
る
ツ
ア
ー
を
初
め
て

実
施
す
る
。
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
事
業
と
の
連
携
は
、
平
成
29

年
度
中
に
９
回
の
移
住
フ
ェ
ア
に

出
展
す
る
際
に
周
南
市
関
連
グ
ッ

ズ
の
配
布
や
コ
ン
セ
プ
ト
に
沿
っ

た
ブ
ー
ス
づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
を
通
じ
て
話
が
始
ま
っ
た

り
、
周
南
市
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
っ

た
り
し
て
い
る
。

問　
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
事
業
の
目
標

値
に
対
し
て
実
績
は
。

答　
中
山
間
地
域
へ
の
移
住
世
帯

の
目
標
を
平
成
31
年
度
ま
で
に
36

件
と
し
て
い
る
が
、
平
成
30
年
２

月
末
で
39
件
と
な
っ
て
お
り
、
目

標
を
達
成
し
て
い
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

人
口
減
少
抑
制
を
含
め
た
雇
用
対

策
を

問　
平
成
29
年
の
本
市
の
人
口
転

出
超
過
は
７
４
３
人
で
あ
り
、
特

に
若
者
や
女
性
の
転
出
が
多
く
深

刻
な
問
題
と
し
て
捉
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
人
口
減
少
が
進
む
中
、

周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
各
企
業
で

は
労
働
力
不
足
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
に
女
性
を

雇
用
す
る
た
め
に
イ
ン
フ
ラ
環
境

を
整
備
す
る
企
業
に
助
成
金
を
交

付
し
、
労
働
力
不
足
と
合
わ
せ
人

口
減
少
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答　
雇
用
面
で
女
性
が
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、
平
成
30
年
度
に
（
仮
称
）

周
南
市
女
性
雇
用
対
策
連
絡
会
議

を
立
ち
上
げ
、
課
題
の
抽
出
と
女

性
の
雇
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
イ

ン
フ
ラ
環
境
整
備
に
対
す
る
助
成

制
度
を
は
じ
め
、
企
業
が
活
用
し

や
す
く
効
果
的
な
支
援
制
度
に
つ

い
て
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

期
日
前
投
票
所
「
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳

山
」
の
検
証
を

問　
山
口
県
知
事
選
挙
で
、
周
南

市
初
の
試
み
と
な
る
大
型
商
業
施

設
「
ゆ
め
タ
ウ
ン
徳
山
」
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
し
、
１
日
で
４

９
３
名
の
方
が
投
票
し
た
が
、
他

の
期
日
前
投
票
所
と
比
較
し
た
と

き
、
設
置
の
効
果
は
。

答　
他
の
期
日
前
投
票
所
で
同
日

投
票
さ
れ
た
方
は
、
市
役
所
本
庁

で
１
８
６
名
、
新
南
陽
総
合
支
所

で
１
０
７
名
、
ゆ
め
プ
ラ
ザ
熊
毛

で
54
名
、
鹿
野
総
合
支
所
で
11
名

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
他
の
投
票

所
を
大
き
く
上
回
る
結
果
で
あ
っ

た
。
今
後
の
設
置
に
関
し
て
は
基

本
的
に
は
継
続
す
る
考
え
で
あ
る

が
、
設
置
場
所
や
期
間
等
に
つ
い

て
は
事
業
者
と
引
き
続
き
協
議
し

て
い
く
。

【
施
政
方
針
質
問
】

少
子
化
対
策

問　
新
た
に
創
設
さ
れ
た
給
付
型

修
学
支
援
金
制
度
へ
の
期
待
は
。

答　
返
済
不
要
の
修
学
支
援
奨
学

金
を
創
設
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の

貧
困
対
策
を
強
化
し
た
こ
と
に
も

な
る
。
あ
わ
せ
て
、
大
学
を
卒
業

移
住
フ
ェ
ア

刷
新
ク
ラ
ブ

田
中
和
末
　
田
村
隆
嘉

小
林
雄
二
　
得
重
謙
二

相
本
政
利  

金
子
優
子

遠
藤
伸
一

公
明
党

道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
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の
う
ち
17
・
５
％
だ
が
、
今
後
平

成
30
年
度
末
ま
で
に
受
動
喫
煙
対

策
を
推
進
強
化
し
て
い
く
。

学
校
で
の
突
然
死
ゼ
ロ
を
目
指
し

た
環
境
整
備
を

問　
小
中
学
校
に
お
け
る
児
童
生

徒
、
教
職
員
に
対
す
る
心
肺
蘇
生

と
Ａ
Ｅ
Ｄ
教
育
の
状
況
は
。

答　
消
防
署
員
や
医
師
な
ど
の
協

力
を
得
な
が
ら
心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
に
関
す
る
講
習
会
を
全
て
の
小

中
学
校
の
教
職
員
に
対
し
開
催
し

て
い
る
。
ま
た
、
実
習
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
で
は
５
校
、
中
学
校

で
は
全
校
で
行
っ
て
い
る
。

【
施
政
方
針
質
問
】

行
政
は
市
民
の
た
め
に
あ
る
べ
き

姿
勢
を

問　
徳
山
駅
前
市
街
地
再
開
発
事

業
の
、
一
番
早
い
ペ
ー
ス
で
の
着

工
時
期
は
。

答　
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
あ
り
、

平
成
30
年
度
以
降
に
な
る
。

後
３
年
以
上
、
市
内
に
住
み
続
け

た
場
合
に
も
返
済
不
要
と
な
る
定

住
促
進
奨
学
金
も
創
設
し
た
。
安

心
し
て
子
育
て
、
教
育
が
で
き
る

町
を
目
指
し
て
い
く
。

新
南
陽
総
合
支
所

問　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
上
で

新
南
陽
総
合
支
所
の
役
割
、
市
民

に
と
っ
て
の
位
置
付
け
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
伴
い
変
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
真
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

住
民
と
共
に
平
成
32
年
度
ま
で
に

方
向
性
を
示
し
た
い
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

子
ど
も
の
明
る
い
未
来
サ
ポ
ー
ト

事
業

問　
事
業
内
容
と
委
託
先
は
。

答　
平
成
29
年
度
実
施
さ
れ
た
子

ど
も
の
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
の
モ
デ
ル
事
業
、
周

知
啓
発
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。

委
託
先
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
社
会
福

祉
協
議
会
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。

女
性
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

問　
平
成
30
年
度
の
取
り
組
み
は
。

答　
就
職
情
報
サ
イ
ト
の
構
築
、

普
及
啓
発
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
の

作
成
、
セ
ミ
ナ
ー
や
講
座
等
の
開

発
・
試
行
に
取
り
組
む
。

【
会
派
一
般
質
問
】

受
動
喫
煙
対
策
強
化
を

問　
本
市
は
、
山
口
県
た
ば
こ
対

策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
受

動
喫
煙
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
施
設
ご
と
の
状
況
及
び
今
後

の
対
応
は
。

答　
昨
年
７
月
に
公
共
施
設
３
３

９
カ
所
を
調
査
。
学
校
な
ど
子
ど

も
や
健
康
に
問
題
が
あ
る
人
な
ど

が
利
用
す
る
施
設
の
90
・
３
％
が

敷
地
内
禁
煙
。
庁
舎
や
体
育
館
な

ど
官
公
庁
や
健
康
増
進
関
連
施
設

は
64
・
６
％
が
施
設
内
禁
煙
。
屋

外
喫
煙
場
所
設
置
の
「
10
メ
ー
ト

ル
ル
ー
ル
」
厳
守
は
１
６
０
カ
所

問　
市
道
草
刈
り
報
償
金
の
値
上

げ
に
つ
い
て
、
周
辺
地
域
の
市
道

へ
の
取
り
組
み
は
。

答　
草
刈
り
報
償
金
を
１
ｍ
当
た

り
12
円
か
ら
15
円
に
す
る
。

問　
小
学
校
空
調
整
備
計
画
は
。

答　
市
長
・
教
育
長
で
相
談
す
る
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

文
書
配
布
等
報
償
金

問　
広
報
配
布
等
報
償
金
は
旧
２

市
２
町
で
格
差
が
あ
る
が
、
見
直

し
を
し
た
の
か
。

答　
新
年
度
は
従
来
ど
お
り
の
算

定
で
計
上
し
て
い
る
が
、
統
一
に

向
け
て
自
治
会
関
係
者
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
統
一

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
く
。

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業

問　
事
業
費
１
６
９
５
万
円
の
予

算
内
容
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
を

求
め
る
。

答　
し
ゅ
う
ニ
ャ
ン
市
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
前
年
度
よ
り
８
３
４
万
円

減
で
３
カ
年
の
計
画
に
し
て
い
る
。

新
年
度
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
グ
ッ
ズ
の
作

製
、
市
職
員
が
広
報
マ
ン
と
な
っ

て
１
０
０
日
間
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
実
施
し
、
周
南
市
を
Ｐ
Ｒ
す
る

活
動
等
で
あ
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

震
災
時
の
対
応
を
問
う

問　
避
難
場
所
で
一
番
の
要
望
は

飲
食
物
と
ト
イ
レ
と
聞
く
。
国
土

交
通
省
は
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の

整
備
を
各
自
治
体
に
促
し
て
い
る

が
、
市
の
対
応
は
。

答　
道
の
駅
ソ
レ
ー
ネ
周
南
に
５

基
整
備
し
て
い
る
。

加
算
金
支
払
い
の
責
任
論
は

問　
老
人
ホ
ー
ム
等
に
対
す
る
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
課
税

誤
り
が
あ
り
、
還
付
加
算
金
も
発

生
し
た
。
要
綱
で
の
対
応
で
な
く
、

条
例
化
す
べ
き
だ
。

答　
関
係
者
に
深
く
お
わ
び
申
し

上
げ
る
。
平
成
18
年
度
か
ら
固
定

資
産
税
等
返
還
金
支
払
要
綱
で
対

応
し
て
い
る
。

総
合
支
所
の
整
備
は

問　
新
南
陽
総
合
支
所
の
整
備
と

住
民
へ
の
周
知
は
。

答　
平
成
30
年
８
月
か
ら
移
転
し
、

32
年
度
ま
で
の
間
に
方
向
性
を
示

す
。
住
民
に
は
自
治
会
等
の
会
議

で
周
知
す
る
。

問　
鹿
野
総
合
支
所
の
整
備
方
針

の
住
民
へ
の
対
応
は
。

答　
自
治
会
等
の
会
議
で
説
明
し

て
い
く
。
行
政
の
押
し
つ
け
で
は

な
く
住
民
と
方
向
性
を
話
し
合
う
。

新
南
陽
総
合
支
所

嚆
矢
会

古
谷
幸
男
尾
﨑
隆
則

友
田
秀
明
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会 派 質 問

公
共
施
設
再
配
置
モ
デ
ル
事
業

問　
和
田
支
所
の
整
備
方
針
は
。

答　
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
を

含
み
対
応
を
協
議
す
る
。

問　
長
穂
児
童
園
の
存
続
要
望
が

地
元
で
強
い
。
対
応
は
。

答　
地
域
や
保
護
者
と
協
議
す
る
。

【
新
年
度
予
算
質
問
】

緊
急
財
政
対
策
に
つ
い
て
、
こ
の

間
の
財
政
出
動
の
反
省
点
は

問　
平
成
30
年
度
予
算
編
成
方
針

で
は
15
億
４
０
０
０
万
円
の
財
源

不
足
で
、
財
政
調
整
基
金
に
頼
ら

な
い
財
政
構
造
の
構
築
を
目
指
し
、

「
緊
急
財
政
対
策
」
を
策
定
し
、

手
数
料
や
使
用
料
、
補
助
金
な
ど

の
見
直
し
を
行
い
予
算
に
反
映
す

る
と
し
た
。
こ
の
間
の
財
政
出
動

の
反
省
点
は
。
30
年
度
は
緊
急
財

政
対
策
の
名
の
下
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
切
り
捨
て
、
負
担
増
の
具
体

的
な
も
の
は
何
か
。

答　
徳
山
駅
周
辺
整
備
事
業
な
ど

財
源
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
き

た
。
し
か
し
、
市
税
が
減
少
傾
向

に
あ
る
中
、
交
付
税
の
減
少
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の
構
築

を
進
め
て
い
く
。
30
年
度
予
算
は
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
す
こ

と
の
な
い
よ
う
、
ま
ず
は
内
部
経

費
を
中
心
に
見
直
し
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

【
会
派
一
般
質
問
】

「
米
改
革
元
年
」
を
迎
え
て
、
本

市
の
農
業
政
策
は

問　
米
の
生
産
調
整
配
分
や
直
接

支
払
交
付
金
廃
止
の
影
響
は
ど
う

か
。
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答　
集
落
営
農
法
人
な
ど
の
所
得

に
大
き
く
影
響
が
あ
る
。
大
豆
や

麦
へ
の
転
換
や
酒
米
の
作
付
け
、

ト
マ
ト
、
ワ
サ
ビ
な
ど
の
産
地
化

な
ど
、
米
改
革
に
対
す
る
環
境
整

備
、
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
。

生
活
保
護
基
準
の
引
き
下
げ
は
行

う
べ
き
で
は
な
い

問　
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
は

他
の
低
所
得
者
対
策
の
基
準
に
も

波
及
す
る
。
引
き
下
げ
を
行
わ
な

い
よ
う
国
に
要
望
し
て
ほ
し
い
。

答　
生
活
保
護
基
準
の
見
直
し
に

よ
り
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
適
切
に
判
断
、
対

応
し
て
い
き
た
い
。
国
へ
の
要
望

は
考
え
て
い
な
い
。

【
会
派
一
般
質
問
】

「
縮
む
周
南
」
は
大
丈
夫
か

緊
急
財
政
下
の
本
気
度
を
問
う

問　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
は
不

況
も
予
想
さ
れ
る
。
さ
ら
に
戌
年

は
大
災
害
の
年
と
も
言
わ
れ
る
。

待
っ
た
な
し
の
財
政
状
況
の
中
、

市
の
考
え
は
楽
観
的
過
ぎ
る
。
本

気
度
を
感
じ
な
い
が
、
ど
う
か
。

答　
財
政
調
整
基
金
が
減
少
し
多

額
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
。

そ
の
た
め
、
新
た
に
緊
急
財
政
対

策
を
策
定
し
た
。

問　
財
政
再
建
の
た
め
に
市
有
地

の
意
図
的
な
払
い
下
げ
は
す
べ
き

で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
利
用
見
込
み
が
な
い
場
合
は
、

売
却
や
貸
し
付
け
に
よ
る
自
主
財

源
の
確
保
に
努
め
る
。

問　
都
市
銀
行
撤
退
の
危
惧
は
。

ま
た
帝
人
跡
地
の
活
用
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

答　
銀
行
移
転
の
話
は
聞
い
て
い

な
い
。
ま
た
帝
人
跡
地
の
活
用
は

最
優
先
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

　
周
南
市
議
会
で
は
、
平
成
25
年

３
月
定
例
会
か
ら
、
市
長
の
施
政

方
針
が
行
わ
れ
る
３
月
定
例
会
お

よ
び
市
長
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ

る
定
例
会
に
お
い
て
、
施
政
方
針

や
新
年
度
予
算
等
に
対
す
る
質
疑

お
よ
び
一
般
質
問
を
会
派
ご
と
に

行
う
「
会
派
質
問
制
」
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
３
月
定
例
会
で
、
導

入
か
ら
５
年
目
を
迎
え
た
こ
と
を

節
目
と
し
、
会
派
質
問
の
在
り
方

に
つ
い
て
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
こ
の
た
び
の
平
成

30
年
３
月
定
例
会
か
ら
、
質
問
時

間
の
見
直
し
、
施
政
方
針
や
新
年

度
予
算
議
案
等
に
つ
い
て
の
「
質

疑
」
を
「
質
問
」
に
変
更
す
る
な

ど
、
よ
り
活
発
な
議
論
を
行
う
こ

と
を
目
的
に
制
度
の
見
直
し
を
行

い
ま
し
た
。

【
主
な
変
更
点
】

  

質
問
時
間
の
延
長

　
40
分
＋
30
分×

（
会
派
人
数
ー

１
）
を
会
派
人
数×

40
分
と
し
ま

し
た
。

  

質
疑
を
質
問
に
変
更

　
疑
義
を
た
だ
す
質
疑
か
ら
、
互

い
に
意
見
を
交
え
、
議
論
を
深
め

る
意
味
で
質
問
と
し
ま
し
た
。

緊
急
財
政
対
策

島
津
幸
男

会
派
に
属
さ
な
い
議
員

周
南
市
議
会
の
会
派
質
問

周
南
市
議
会
の
会
派
質
問

日
本
共
産
党

魚
永
智
行
　
中
村
富
美
子

鹿
野
総
合
支
所
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委員会懇談会（ミニコン）を開催委員会懇談会（ミニコン）を開催委員会懇談会（ミニコン）を開催

議　題

日　時
場　所
出席団体

新徳山駅ビルを生かした中心市街地の新たな
まちづくりについて
平成30年２月19日（月）13時～15時
周南市徳山駅前賑わい交流施設　交流室１
中心市街地活性化協議会タウンマネージメン
ト会議（11人）

　初めに、中心市街地活性化協議会タウンマネージメント会議事務局松本タウンマネージャーから、活動内容等の説明を受けま
した。
【説明の要旨】
　中心市街地活性化基本計画は、平成29年度が計画期間の最終年度であり、29年度の主な活動として、タウンマネージメント会
議を毎月行うとともに、新たなプレーヤー発掘のための「トクヤマダイアログ」、基本計画を検証する検証部会を行った。また、関
係機関が集まり、町への回遊や波及効果をもたらす活動を協議する「まちなか活性化ミーティング」を行い、あちこちマルシェの開
催等に至った。中心市街地で行われたイベントとしては、この５年間で最も多く行われた年となった。
　情報発信面では、徳山商工会議所が「まちなか探訪マップ第４弾」を発刊、（株）まちあい徳山が町の情報サイト「Tokuyamap」
をオープン、中心市街地活性化協議会が情報誌「かわるんて？しゅうなん」を作成し、駅ビル２階のインフォメーションカウンターに
設置、情報発信を行っている。
　中心商店街への出店を支援するテナントミックス推進事業では、８店舗がオープンし、この５年間で最多の出店数となった。
　今後は、町へのリピート率や滞在時間を伸ばしていくことを重視し、調査・検証を行うとともに、新徳山駅ビルとの連携強化、徳
山駅前地区市街地再開発事業や新たな民間事業の掘り起こしを行いながら、中長期的な活性化に向けたプランニング・事業構築
を行っていく。現在、新徳山駅ビルとの連携強化として、図書館来館者が抱える課題を解決するための橋渡しをする「図書館サ
ポーター制度」の構築を進めているところである。

　説明終了後、中心市街地活性化対策特別委員会の委員から質問を行い、中心市街地活性化協議会タウンマネージメント会議
から回答をいただく形で、意見交換を行いました。

　市民と議会が、懇談することにより自治
意識の高揚を図り、議会においても市民が
参画する機会を確保し、市民の声を議会活

動に生かすことを目的として、各常任委員会または特別委員会に
おいて、議案等の審査または所管事務の調査を行うため必要と認
める場合に、市民（団体）と懇談会を開催するものです。周南市議
会では、小規模な懇談「ミニコン」と称して開催しています。

委員会懇談会
（ミニコン）とは

【意見交換の要旨】
問　テナントミックス推進事業に関する集中協議の内容は。
答　これまでの方策について検証し、来年度以降の制度拡充
について協議した。物販店舗は事業継続性が難しく閉店し
てしまうケースがあるため、顧客づくり支援として広告宣伝
費の補助を新たに追加し、また、この町に来なければない店
舗が必要と考え、体験型店舗に対する特例措置を設けた。
問　現在、大規模ホテルの宴会機能が停止されているが、町
の活性化に影響を及ぼすのでは。
答　平成29年２月に宴会機能が停止されて以降、少しグレー
ドの高いホテルが要るのではないかとの意見が商工会議所
内でも出ており、誘致できればと考えている。場所の問題は
地権者に相談しており、ニーズ把握をしながら実現に向けて
動いていきたい。
問　町へのリピーターを増やすための方策は。
答　今商店街に来られる方は、買い物目的はもちろんだが、店
主等に会い、話すというニーズも大きいと考えている。そこ
で、駅ビルのオープンに合わせて、商店街のお店とそこで働

く方々の歴史や個性を表現する写真集「徳山ひとめぐり」を
企画し、２月末に発行する。
問　中心市街地活性化が市にどのような影響があると考え取
り組んでいるか。
答　中心市街地活性化を商店街の活性化と捉えられる面が
多々あるが、固定資産税を多く上げる中心市街地を活性化
させず空洞化させれば、市の財政に大きな影響を及ぼすこ
とが一つの大きな要点と考える。また外部の大型店で消費
をすると地元にお金が回らず、市全体に大きな影響がある
と考えている。

まちなか探訪マップ   町の情報サイト「Tokuyamap」 写真集「徳山ひとめぐり」  情報誌「かわるんて？しゅうなん」
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問　関連計画である周南緑地基本計画では、管理棟部分は撤
去し新設するパークセンターでの管理を検討とあるが、本
計画では建て替えの検討となっている。その整合性は。

答　平成31年度までパークセンター建設の具体的な計画がな
い。現在の管理棟はかなり老朽化が進んでおり、利用者の
安全性も考慮し建て替えも含めた検討が必要と判断した。

問　周南緑地基本計画で、地形の高低差が少ない南側に施設

入り口を設置する等バリアフリー化の整備を行うとある
が、以前取得した徳山自動車学校跡地が南側に隣接して
いるため、その整備方針を先に出すべきでは。

答　来年度、具体的に検討を始め、なるべく早い時期に考えを
示したい。利便性や従来の計画から見ても南側への整備が
適当とも考えられるが、現段階ではそこも含め総合的に判
断したいと考えている。

問　ホール機能を持つ多目的スペースを整備するとのことだ
が、新たに造るということか。また、鹿野公民館のホールと
の関係は。

答　鹿野公民館は、耐震性がなく危険であるため、新たに公民
館のホール機能部分に替わる多目的スペースを設けるが、
具体的な内容はこれから詰めていく。公民館は今後不要と

なるため、解体の可能性もある。
問　今後のスケジュールは。
答　財政計画との兼ね合いはあるが、平成30年度に地域への
説明、各種調査等を行い、平成31年度に実施設計、平成32
年度に建設、平成33年度からの供用開始を考えている。

委員会レポート
常任委員会が調査を行ったものや特別委員会での協議内容を報告します！

　２月１日に開催した委員会で、執行部から、鹿野総合支所施設整備事業について報告を受けました。
◆ 執行部の説明（要旨）◆
　平成26年度にワークショップを２回開催した後「鹿野総合支所施設整備基本方針」を作成し、４つの整備方法案を示し
た。
　平成28年に、議会から鹿野総合支所施設整備についての決議を受けた後、まちづくり講演会及び地域の方を対象とした
ワークショップを開催したところ、「鹿野地域の将来を考えること」が地域の統一的な意見であると感じた。
　地域の意見や市の公共施設再配置に対する考え方などを基に検証した結果、「コアプラザかの」に総合支所機能を移設
し、総合行政機能を集約させることが、将来の鹿野地区にとって最大の効果があると考えた。
　今後は、この方針を基に、地域の皆様と議論を深めていきたいと考えている。
企画総務委員会での調査

鹿野総合支所施設整備に関する調査

◆ 執行部の説明（要旨）◆
　管理棟は老朽化が進み、平成29年度から２階の交通安全学習室の使用を中止している。施設の利用者数は年間約３万
人、地域での交通安全教室利用者数は年間約8000人で推移している。
　本施設は、交通安全の確保が社会的課題であった昭和49年に設置された。幼少期に習得した交通安全の知識や技術は
生涯を通じた交通事故予防に有効と考えられる。また、高齢者の交通安全対策も必要であり、本施設の必要性は今後も変
わりない。
　機能の評価・検証シートにより機械的に結果を導き出した一次評価では、継続利用（現状維持）となった。
　以上を踏まえ、本施設は継続利用とし、管理棟はサービスの在り方を検証した上で最適な整備方法による建て替えを検
討する。

　執行部から、公共施設再配置計画のアクションプランである「施設分類別計画（案）」について報告を受けました。

環境建設委員会での調査

  施設分類別計画に関する調査（環境建設関係）

交通教育センター

◆ 執行部の説明（要旨）◆
　本施設は、中小企業に雇用される勤労者の福祉の充実および勤労意欲の向上、地域住民の文化活動の普及振興および健
康増進を図ることを目的に、平成10年６月に設置された。
　平成15年９月に本市に所有権が全て移転され、平成17年４月から市が維持管理を行っている。
　利用者数は毎年約３万2000人と横ばいで推移し、熊毛地域の方による利用が８割以上である。会議室やトレーニング室

熊毛勤労者総合福祉センター（サンウイング熊毛）
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問　用途廃止等により、66施設について計画を策定しないとの
ことだが、どのように管理するのか。

答　用途廃止された施設は、各所管から施設マネジメント課の
財産管理活用担当へ分類替えが行われ、その後の活用方法
は、基本的に貸し付けや売却になる。

問　施設を民間に貸し付けて活用する場合、施設の老朽化への

対応はどうなるのか。
答　無償で貸し付けている施設については、施設を所管する担
当課が管理する。有償で貸し付けている施設については、
不具合等生じた場合、ある程度は市が対応するが、使用者
が対応する部分もあり、施設の利用、管理、契約状況等に
よって変わってくる。

◆ 執行部の説明（要旨）◆
　施設分類別計画について、現在、26計画、757施設が策定済みで、342施設が未策定である。
　未策定の施設のうち、施設の廃止処分や、方向性の決定、施設機能を有していない等の理由により、計画を策定しない施
設が66施設。また、県や関係機関との調整等を要するものや、新たな施設整備に合わせて計画を策定する等の理由により、
平成29年度は計画を策定しない施設が５施設の、計71施設を除いた68計画271施設について、現在、策定を進めている状
況である。

問　設計業者に対し支払った経費の返還請求はしないのか。また、設計業者に対し平成29年７月４日から６カ月間指名停止
を行ったにもかかわらず、その後も引き続き委託業務を任せ、委託料を支払ったのはなぜか。
答　契約書にうたった瑕疵担保責任に基づいて自ら設計の見直しを行った結果、成果物が出来上がったため、返還請求は求
めていない。また、この業者が工事内容やシステム全体を熟知しているため、今現在も監理監督を任せており、その成果を
見ながら委託料も支払う。

　工事の遅れにより発生した経費の見積書が請負業者から提出されたが、これに対する市の確認および考え方を説明したと
ころ、工事の進捗に全力を注ぎたいとの意向から、請負業者から、提示した経費の請求はしないとの報告を受けた。
　また、設計業者に対しても、このことと設計見直しの際に学識経験者による通信の安全性の確認に要した経費を請求する
旨を説明したところ、承知するとの報告を受けた。
　その後、設計業者・請負業者とそれぞれ協議を重ね、設計業者とは平成29年11月17日に、請負業者とは同22日に合意した。
　平成28年12月に実施設計の不備が判明し、合意に至るまでに約１年を要したが、工事の遅れにより発生した経費について
は、この合意をもって終結したと考える。
　工事の進捗率は、平成30年１月末現在で68.8％と順調に推移しており、平成31年３月の完成に向けて、引き続き着実に進
めていく。

　２月21日の本会議において、防災情報収集伝達システム防災行政無線及び無線ＬＡＮ整備工事の不備及び工事の
遅れに伴い請負者に発生した経費に対する市の対応並びに工事の進捗状況について報告を受けました。

公共施設再配置及び新庁舎建設に関する特別委員会での調査

公共施設再配置の進捗状況

問　施設の方向性で挙げられた「転用」とは、どういったものが
考えられるのか。

答　勤労者福祉施設という位置付けだが、勤労者よりも一般の
方の利用が多く、実態に見合った形を検討する。説明の際
は、これまで使えていたものが使えなくなるなどといった

誤解が生じないようにしていきたい。
問　使用料は、市の所有する他の施設と統一すべきでは。
答　他施設との整合性は十分考慮すべきと考えており、今後も

受益者負担の観点から十分検討していきたい。

があり、利用目的は、体力づくりや地区のイベント、定期的な教室等である。
　築19年が経過し、経年劣化等に伴う維持修繕費の増加が懸念される。また、利用形態や目的も多様化し、勤労者の利用
から地域住民等一般の方の利用が中心となっている。
　機能の評価・検証シートにより機械的に結果を導き出した一次評価では、勤労者福祉施設からの転用及び受益者負担の
見直しとなった。
　施設や機能は今後も継続利用とし、施設の位置付け等は整理検討し、予防保全等により施設の長寿命化を図る。
環境建設委員会での調査

行政報告
の概要 防災情報収集伝達システム防災行政無線

　　　　 及び無線LAN整備工事について
防災情報収集伝達システム防災行政無線
　　　　 及び無線LAN整備工事について

主 な 質 疑

執行部の説明の要旨
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どなたでも傍聴できます。

■６月定例会の予定

市議会からのお知らせ
■ 議会を傍聴しませんか

※本会議・委員会は、午前９時30分から開催します。（土・日曜日は休会です）
※日程の変更は、市議会ホームページでお知らせします。

★ＣＣＳ …………… デジタル  111Ch
★Ｋビジョン ……… デジタル  123Ch
★メディアリンク … デジタル  122Ch

■インターネット議会中継

日 月 火 水 木 金

常任委員会

一般質問一般質問一般質問

本会議

予算決算
委員会

予算決算
委員会

一般質問

本会議

本会議

土

6/1 2

3 87654 9

10 1514131211 16

17 2221201918 23

28 29 30 3127

265/25

本会議の生中継と録画放送で、録画放映は
本会議の３～４日後から視聴できます。 

■ケーブルテレビ議会中継

放送の日程は、左記の６月定例会のとおりで
す。
一般質問の再放送は翌日午後６時から、再々
放送は、およそ10日後の午後３時からです。

本会議の様子を実況放送します。

２時間程度にまとめた番組を放送します。 
放映の日程は、市議会ホームページでお知ら
せします。

委員会の様子を録画放映します。

周南市議会　インターネット中継 で

検索 を

※スマートフォンからも視聴できます。

　現在、市役所新庁舎を建設中ですが、議場（本会議場）や委員会室も、

６月定例会を最後に新しい庁舎へ引っ越すことになります。

　そこで、現在の議場でのお別れコンサートを開催します。

　現在の議場は旧徳山市時代の昭和29年に建設され、合併からこれまで

の予算や条例など、周南市の重要な方針を決めてきた場所です。ぜひコン

サートにお越しいただき、周南市の歴史を感じてください。

　現在、市役所新庁舎を建設中ですが、議場（本会議場）や委員会室も、

６月定例会を最後に新しい庁舎へ引っ越すことになります。

　そこで、現在の議場でのお別れコンサートを開催します。

　現在の議場は旧徳山市時代の昭和29年に建設され、合併からこれまで

の予算や条例など、周南市の重要な方針を決めてきた場所です。ぜひコン

サートにお越しいただき、周南市の歴史を感じてください。

日  時  　平成30年６月24日（日）午後２時から

場  所  　議場（市役所西本館）

出  演  　徳山高校吹奏楽部、周南フィルハーモニー管弦楽団

※９月には新しい議場のオープニングコンサートも予定しています。

議場コンサートを開催します




